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た（American Heritage Dictionary,1978）。現在では、“ability to become strong, happy, or successful 
again after a difficult situation or event” という意味が第一義となっている（Longman Dictionary of 
American English,４th ed.,2008）。心理学では日本語で「心の回復力」ともいわれ、概念を包括する
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　諸外国では、1970年代からレジリエンス研究がなされている。その初期の研究は、重篤な障害（severe 
disorder）をもつ患者について、厳しい環境に直面しながらも適応的な結果を示す要因について研究が













































































Re14 自分の問題や気持ちを打ち明けられる人がいる。 .846 -.037 -.040
Re７ 本音で話ができる人がいる。 .797 -.025 -.047
Re10 いざというとき頼りにできる人がいる。 .761 .071 .047
Re20 私の考えや気持ちをわかってくれる人がいる。 .758 -.006 .041
Re17 私のことを親身になって考えてくれる人がいる。 .602 .077 -.033
Re25* 私の生き方を誰もわかってくれはしないと思う。 -.410 .051 -.103
Re６ どちらかといえば、目標は高いほうがやる気が出てくる。 -.122 .652 -.024
Re２ 一つの課題に粘り強く取り組むことができる。 .022 .624 -.024
Re23 物事を自分の力でやり遂げることができる。 -.111 .603 .129
Re１ 他人の手助けを積極的にするほうである。 .132 .564 -.148
Re11 何事も意欲的に取り組むことができる。 .060 .562 .018
Re26 自分で決めたことなら最後までやり通すことができる。 .027 .538 -.119
Re13 困難なことでも前向きに取り組むことができる。 .061 .520 .104
Re５ 他人に対して親切なほうである。 .026 .495 -.014
Re21 自分には、よいところがたくさんあると思う。 .104 .022 .754
Re27 自分自身のことが好きである。 .108 .034 .694
Re15* 自分には、あまり誇れるところがない。 -.022 .162 -.626
Re３ 自分にかなり自信がある。 -.039 .160 .617
Re19* ときどき自分は全くダメだと思う。 .042 .241 -.550
Re24 たいていの人が持っている能力は自分にもあると思う。 -.132 .217 .490
信頼性係数 α＝.85 α＝.79 α＝.78
因子間相関 1 2 3
1 1.000
2 .399 1.000

























1 2 3 4
Re２ 一つの課題に粘り強く取り組むことができる。 .813 -.045 .135 -.238
Re11 何事も意欲的に取り組むことができる。 .724 .024 -.105 -.095
Re13 困難なことでも前向きに取り組むことができる。 .678 .040 -.036 .102
Re26 自分で決めたことなら最後までやり通すことができる。 .668 .035 -.072 -.253
Re23 物事を自分の力でやり遂げることができる。 .615 -.071 -.279 .075
Re１ 他人の手助けを積極的にするほうである。 .515 .134 .265 .012
Re５ 他人に対して親切なほうである。 .508 -.029 .276 .239
Re６ どちらかといえば、目標は高いほうがやる気が出てくる。 .486 .004 .036 .106
Re22 自分の将来の見通しは明るいと思う。 .474 .001 -.231 .126
Re７ 本音で話ができる人がいる。 -.040 .865 -.027 -.084
Re14 自分の問題や気持ちを打ち明けられる人がいる。 .054 .822 -.018 -.097
Re17 私のことを親身になって考えてくれる人がいる。 .031 .691 .062 .092
Re10 いざというとき頼りにできる人がいる。 -.056 .671 -.044 .113
Re20 私の考えや気持ちをわかってくれる人がいる。 .060 .670 -.065 .081
Re19* ときどき自分は全くダメだと思う。 -.037 -.073 .724 .095
Re８* 物事がうまくいかないとき、ついそれは自分のせいと考えてしまう。 .256 -.010 .694 .033
Re15* 自分には、あまり誇れるところがない。 -.282 .026 .528 -.048
Re９ どんなことでも、たいていなんとかなりそうな気がする。 -.132 .048 .047 .723
Re４ いやなことがあっても次の日には何とかなりそうな気がする。 -.188 -.006 -.010 .713
Re16 何事も悪いことばかりではないと考える。 .211 .041 .122 .568
Re27 自分自身のことが好きである。 .038 -.045 -.384 .469
信頼性係数 α＝.84 α＝.87 α＝.68 α＝.71
因子間相関 1 2 3 4
1 1.000
2 .506 1.000
3 -.254 .029 1.000
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はまるのか、対象を広げて検討することが必要である。
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